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同 榎 本 洋

同 勝 田 健 一

同 新 井

（本件連絡担当）

吋1ム



第1 参加入の主張

原審の判断は妥当であり、本件控訴に理由はなし、から、速やかに棄却される

べきである。

その他の参加人の主張は原審のとおりであるからこれを援用する。

第2 求釈瞬について

1 謹訴人らは、 原審から継続して外環の2について計画変更を行わない旨の方

針決定をいっし 1 かなる機関において、 いかなる手続において行ったのか釈明を

求めている（控訴理由書8頁及び9頁）。

また、 控訴人らは、 控訴理由補充書（9頁）において、 事業認可申請に至る

具体的経緯について明らかにするように求めている。

この求釈明に対しては、 参加人準備書面（9）第2 ( 3頁以下）において回答し

たとおりである。

2 控訴人らは、①八の釜の森の復旧等のために、 外環の2の計画地の全部が必

要となるというのであれば、特に非重複部分が必要となるというのであれば、

その必要性を具体的に明らかにすべきである、②八の釜の森の復旧等について

甲1 8 7号証及び甲1 8 8号証の内容が確定しているか、またその復旧等に向

けた具体的な内容について明らかにするよう求めている（控訴理由書1 3ペー

ジ及び1 4ページ、 控訴理由補充書8ページ及び9ページ）。

当該求釈明事項がいかなる違法事由となるか明らかではないが、念のため以

下のとおり回答する。

(1) ①について

本件都市計画の区域内に八の釜憩いの森復旧等のための緑地を含む緑地帯

を確保した理由については、 参加人準備書面（2) .第1 • 3 ・ （3) ( 4頁及び5

頁）、参加人準備書面（7).第3 ・ 1 ・ （3)( 5頁及び6頁）において述べたとおり

である。

(2) ②について

つ山



「八の釜憩いの森」保全措置方針は、参加人準備書面（7).第3 • 1 • (3) ( 6 

頁）において述べたとおり、地域住民の意見を踏まえ、国土交通省が作成し

たものである。 また、 甲1 8 7号証及び甲1 8 8号証も同様に国土交通省が

作成したものであり、当該内容が確定しているかどうか、 さらに具体的な案

は作成されているのか、 現時点では、 参加入において、 八の釜憩いの森の具

体的な話は受 けてはいない。

3 控訴人らは本件事業認可申請時の担当者（横井純夫）の現住所について明ら

かにするよう求めている。

参加人準備書面（9）第3 ( 5頁）において述べているとおり、 同人への証人尋

問の実施は不要であるから回答の要は認められないが、念のため以下のとおり

回答する。

同人は既に東京都職員としての身分を有する者ではなく、 参加入において同

人の現住所は把握していない。
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